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のはコロナか餓 え死 にか―

黒沢 ロ ー

須崎  他 1名

3   晴    飯森高原駅 7

0-黒 沢 口八合 目 9:00/9

/泊

4   晴    石 室 山荘 7:

/8:40-黒 沢 口 7合 目 9:

/戻 り
・ ・友人 と御嶽 山に向か つた 。

の ことで、ロー プ ウエ イを使用

こととした。 日帰 りで 山頂 を踏

とで、多 くの人が登 つて いた。

スの刺激 臭が し、噴石 で破壊 さ

噴火の荒 々 しさを示 して いた 。

石室 山荘 は私たち を含 めてお

な くてもそんなもの ら しい )食

小屋 の標高が 2800mあ るだ

岳 のハ ッキ リした 山の シルエ ッ

いものであ つた。

ロー プ ウェイを使 つて しまう

したが、久 し振 りの 山で心洗 わ

特別の事 はな いが 、御岳 中の

こち らか ら登 つても良か つたか

茨城県東茨城郡

大洗町磯浜町 2529

榎沢 芳明 方
水 戸 山 の 会

令和 3-9/23～ 9/24

50-黒 沢 口七 合 目 8:0

05-石 室 山荘 12:10

(須 崎  記
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清水  単独

前 日に、雨の中、赤倉沢登 山口に入 る。

雨で草が濡れ て いるため簡易スパ ッツを付 ける。川沿 いの

道 か ら尾根 に出た ところで天気 は晴。雲海が素晴 ら しい。 し

か も暑 い。年配 の登 山者 に追 い越 され る。紅葉 は、稜線 だ け

が始 まってはいるが、 まだ少 し早 か つた。雪崩 に磨 かれた奥

深 い山である。登 山者 も平 日 (木曜 日)に もかかわ らず 7人

も いた。人気 の高 い山だ と感 じた。 (清水  記

連  絡        '

山岳保険 (日 山協共済 )

先月 にお送 りして いる 申込 み手続 きにつ いて、 =筆 急 にて記入

と提 出 を行 つて下 さい。 ・・・ ・・

会 のホームベー ジが支 障があ つて読 み取 り出来 な いの とは、無 関

係 です 。

会費の納入

年度末 が近 くな つて います 、組織 の運 営上の血液 とも いえるもの

です 。 ・・ ・・ ・本年 3月 以前 に ご納入 をお願 い致 します 。

山行報告書 の提 出

届 のな いものは無 い事 にな ります 。山岳保険 の適用 の支 障 にな る

場合も考 え られ ます 。各人 自身 の成果 も消滅 します 。 こんな 山行 は

大 したものではな い ときめな いで下 さい。 ・ ・・・ 。お持 ち して ま

す 。

(前頁よ りつづ く )

会津朝 日岳

曇 り後晴

編 集 後 記

コロナに対する緊急事態宣言が発令されそう

な らないように、心を集中 して切 り抜けましょ

。被害者か加害者 に

う。では、次号で。


